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★
【
桜
（
さ
く
ら
）】
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
亜
科
サ
ク
ラ
属 

 

「
さ
く
ら
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
「
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
」「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」「
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
現
代
は
「
桜
」

と
言
え
ば
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
が
そ
の
代
表
で
、

桜
の
開
花
予
想
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
は
幕
末
頃
「
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
」
と
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」
を
掛

け
合
わ
せ
て
染
井
村
で
作
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
、
葉
よ
り
花
が
先
に
咲
き

誇
り
ま
す
。 

 

「
桜
」
の
名
前
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

古
事
記
に
登
場
し
た
木
花
咲
耶
姫
（
こ
の
は
な
さ

く
や
ひ
め
）
の
「
さ
く
や
」
が
転
訛
し
た
説
が
あ

り
ま
す
。
百
人
一
首
に
も
「
ひ
さ
か
た
の 
光
の

ど
け
き 

春
の
日
に 

し
づ
心
な
く 

花
の
散
る
ら
む
（
紀
友
則
）
」
な
ど
、

数
々
の
歌
に
桜
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
枕
の
草
子
や
源
氏
物
語
に
も
桜

は
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
「
花
」
と
い
え
ば
「
桜
」
。
そ
し
て
種
類
は

「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
は
開
花
と
ほ

と
ん
ど
同
時
に
葉
が
出
て
、
葉
の
色
は
赤
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
、
吉
野
山
の
桜
や
豊
臣
秀

吉
の
醍
醐
の
花
見
も
有
名
で
す
が
、
江
戸
時
代
三
代
将
軍
家
光
が
上
野
に

寛
永
寺
を
建
て
て
吉
野
の
桜
を
移
植
し
た
り
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
飛
鳥
山

を
桜
の
名
所
に
し
た
り
し
て
、
桜
は
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
明
治

に
は
ア
メ
リ
カ
へ
桜
が
送
ら
れ
て
、
現
在
も
ワ
シ
ン
ト
ン
の
桜
並
木
は
世

界
の
名
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の
「
八
重
の
桜
」
の
タ
イ
ト
ル
に
、
な

ぜ
桜
を
つ
け
た
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
常
に
前
を
向
い
て
真
っ
直
ぐ
に

生
き
る
ヒ
ロ
イ
ン
（
八
重
さ
ん
）
の
姿
に
重
ね
て
”
春
は
来
る
“
”
復
興

す
る
“
」
と
い
う
意
味
で
「
桜
」
を
つ
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。
桜
→
春
→

希
望
と
い
う
心
情
。
こ
の
花
が
親
し
ま
れ
続
け
て
い
る
一
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
今
年
は
早
め
に
桜
前
線
が
北
上
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
近
く

で
は
も
う
開
花
し
ま
し
た
か
？
（
参
考
：
日
本
観
光
振
興
協
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
） 

 

花
言
葉 

「
優
れ
た
美
人
」「
純
潔
」「
精
神
美
」
（
花
言
葉
事
典
よ
り
） 

 

★
【
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
】
和
名
：
モ
ク
シ
ュ
ン
ギ
ク
（
木
春
菊
） 

キ
ク
科
モ
ク
シ
ュ
ン
ギ
ク
属 

明
治
時
代
に
導
入
さ
れ
た
白
花
の
園
芸
品
種
が
有

名
で
す
が
、
黄
色
や
ピ
ン
ク
な
ど
の
改
良
品
種
も
あ

り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
菊
の
こ
と
を
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
し
、「
シ
ャ
ス
タ
デ

ー
ジ
ー
」
も
花
が
よ
く
似
て
い
て
混
乱
し
ま
す
。「
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
」
は
花
後
に
雨
に
当
た
る
と
枯
れ
や
す

く
、
半
耐
寒
性
で
寒
さ
に
弱
く 

 

皆
さ
ん
「
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
白
・
黄
色
の
花
が
好
き
」
っ
て
ご
存
知

で
し
た
か
？
「
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
は
赤
色
」「
ミ
ツ
バ
チ
は
紫
・
青
・
黄
色
」

そ
し
て
「
鳥
は
赤
色
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
色
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 
花
の
色
の
役
割
は
、
花
粉
媒
介
者
（
ポ
リ
ネ
ー
タ
ー
）
に
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
で
、
花
粉
を
運
ぶ
役
割
を
担
っ
て
く
れ
る
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
「
昆
虫
や
鳥
」
に
花
粉
を
付
け
さ
せ
て
他
の
花
へ
受
粉
さ
せ
、
実
を

結
ば
せ
る
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
の
工
夫
で
す
。
熱
帯
地
方
の
花
に
赤
色
が

多
い
の
は
、
赤
が
好
き
な
鳥
が
花
粉
媒
介
者
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

花
の
中
で
最
も
多
い
色
は
黄
色
、
次
い
で
白
色
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
素

が
ひ
と
つ
の
花
で
作
ら
れ
る
こ
と
で
、
色
が
混
ぜ
合
わ
さ
り
、
花
び
ら
の

場
所
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
色
素
が
変
化
す
る
と
、
模
様
が
作
ら
れ
ま
す
。

模
様
は
花
粉
媒
介
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
、
よ
り
複
雑
な
手
段
で
す
。 

花
の
色
を
決
定
す
る
一
番
の
要
因
は
細
胞
の
中
に
存
在
す
る
色
素
で
す
。 

 

 

 

一
年
草
的
な
性
質
が
強
い
の
で
す
が
、「
シ
ャ
ス
タ

デ
ー
ジ
ー
」
は
「
フ
ラ
ン
ス
菊
」
と
「
ハ
マ
ギ
ク
」

を
交
配
し
た
も
の
で
耐
寒
性
が
強
く
多
年
草
で
す
。

こ
の
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
と
「
シ
ャ
ス
タ
デ
ー
ジ
ー
」

を
見
分
け
る
方
法
は
…
「
葉
の
形
」
を
よ
く
見
比
べ

ま
す
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
葉
は
「
春
菊
」
に
よ
く
似

て
い
て
細
か
い
切
れ
込
み
が
あ
り
ま
す
。 

 

名
前
の
由
来 

ギ
リ
シ
ャ
語
の
マ
リ
ガ
リ
ー
テ
（
真
珠
） 

 

育
て
方 

 

栽
培
環
境
：
寒
風
の
当
た
ら
な
い
日
当
た
り
の
よ

い
場
所
。
高
温
多
湿
を
嫌
う 

 

水
や
り
：
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
。
開
花
中
は
花
に
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に 

 

 

肥
料
：
春
と
秋
に
置
き
肥
。
１
１
月
か
ら
４
月
に
液
体
肥
料 

 

作
業
：
３
月
か
ら
６
月
と
、
９
月
か
ら
１
０
月
に
各
枝
に
緑
色

の
元
気
な
葉
が
残
る
よ
う
に
切
り
戻
す 

 

花
言
葉 「

恋
を
占
う
」「
誠
実
」「
真
実
の
友
情
」
（
花
言
葉
事
典
よ
り
） 

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
野
の
花
散
歩
） 

 

第
２
３
回
日
本
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ウ 

 

３
月
２
２
日
（
金
）
～
２
４
日
（
日
）
幕
張
メ
ッ
セ 

 

フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
２
０
１
３ 

４
月
１
３
日
（
土
）
～
１
４
日
（
日
）
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト 

 

第
１
５
回
国
際
バ
ラ
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
２
０
１
３ 

５
月
１
１
日
（
土
）
～
１
６
日
（
木
）
西
武
ド
ー
ム 

 
第
１
５
回
記
念
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
由
木 

４
月
２
７
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
月
）
南
大
沢
駅
周
辺 

 

４
大
植
物
色
素
の
一
覧
と
代
表
的
な
花

を
図
（
左
上
）
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
黄
色
・
橙
・
赤
の
素
と
な
る
カ

ロ
テ
ノ
イ
ド
の
量
に
よ
っ
て
色
が
違
う
様

子
が
下
の
写
真
で
、
濃
い
色
が
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
を
多
量
に
含
ん
で
い
ま
す
。 

 

花
の
か
た
ち
は
、
前
回
の
コ
ラ
ム
で
紹

介
し
た
一
重
八
重
の
他
に
、
形
状
で
も
分

類
で
き
、「
皿
状
花
」（
キ
ク
）「
わ
ん
状
花
」

（
ヤ
マ
ブ
キ
）
「
つ
り
鐘
状
花
」
（
リ
ン
ド

ウ
）「
ロ
ー
ト
状
花
」（
ア
サ
ガ
オ
）「
ブ
ラ

シ
状
花
」（
ノ
ア
ザ
ミ
）「
の
ど
状
花
」（
ス
ミ
レ
）「
旗

状
花
」
（
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
）
「
管
状
花
ま
た
は
筒
状
花
」

（
サ
ル
ビ
ア
）
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 

例
え
ば
「
皿
状
花
・
わ
ん
状
花
」
は
ミ
ツ
バ
チ
、

ア
ブ
や
甲
虫
な
ど
が
好
ん
で
き
て
上
向
き
に
咲
い

た
花
の
中
や
上
を
は
い
ま
わ
り
受
粉
す
る
と
い
う

原
始
的
な
花
形
。 

 

「
つ
り
鐘
状
花
・
ロ
ー
ト
状
花
」
は
ア
ブ
、
ハ
ナ

バ
チ
や
チ
ョ
ウ
た
ち
が
花
の
中
に
入
ら
ざ
る
を
え

な
い
の
で
、
花
粉
は
腹
や
背
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
に
つ
く
。 

 

「
旗
状
花
」
は
上
方
と
下
方
と
に
分
け
た
と
き
、

上
方
の
花
び
ら
が
か
ざ
し
た
旗
の
か
た
ち
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奥
の
深
い

と
こ
ろ
に
蜜
や
花
粉
が
か
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
知
恵
と
カ
の
あ
る
ハ
チ

た
ち
で
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
も
ぐ
り
込
ん
で
蜜
や
花
粉
を
と
り
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
花
形
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

香
り
も
昆
虫
な
ど
を
引
き
寄
せ
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
で
、
色
々
な
香
気

成
分
が
混
ざ
り
合
っ
て
花
の
香
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
夜
強
く
香
る
花
は

蛾
を
引
き
寄
せ
る
た
め
。
昼
強
く
香
る
花
は
、
ハ
チ
な
ど
を
引
き
寄
せ
る

た
め
。
花
を
両
手
で
包
み
込
む
よ
う
に
温
め
る
と
、
香
り
が
立
ち
ま
す
の

で
、
是
非
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

 

色
も
か
た
ち
香
り
も
、
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
様
々
な
形
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。 

（
参
考
：
箱
崎
美
義
著
「
花
の
科
学
」
研
成
社
、
花
き
研
究
所
） 

 

季季
節節
のの
花花  

小金井公園ソメイヨシノ 

 
マーガレット 

色
・
か
た
ち
・
香
り 

ココ
ララ
ムム  

情情
報報  

シャスタデージー マーガレットの葉 

ユリなどの鮮明な黄色や橙

色 

 

サボテン 

オシロイバナ

の赤色や紫 

シュンラン・ 

クリスマス

ローズなど

の緑 

オーロンはキンギョソウの黄色 

カルコンはコスモスの淡黄色 

アントシアニンはほとんどの橙赤

色～紫色～青色の花 

その他のフラボは無色から薄い黄

色 


